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限られた時間と予算で
世界に挑む
1年間と6,000万円
計画から荷物が日本に到着するまで約１年間、予算は
6,000万円。団員と留守を預かる事務局とで綿密な収集
計画がたてられていった。収集活動が終了した時点の残
額は440円。めいっぱいの収集だった。

収集総資料数
2,500点
世界中から約2,500点の資料が収集された｡
このうち､テーマ館地下に展示されたのは､
海外資料1,282点､日本資料124点であった｡

収集団員の熱い想い
現地通信

むき出しの
展示
テーマ館「太陽の塔」のチーフ・プロ
デューサー岡本太郎は、「根源の呼
び声と対話できるようなむき出しの
展示」を構想した。世界中から本物
の資料を集めることは必然だった。

万博前夜

世界全体を描こうとする
はじめての営みが託されたのは
日本の若き人類学徒たちであった―。

太陽の塔に集った
仮面と彫像東京オリンピック

1960-68

万博資料収
集の対象は

､「仮面」､「
神像」､「そ

の

他」の3つの
カテゴリー

に分類され
、集められ

た資

料は、太陽
の塔の地下

に､｢根源の
世界｣という

テ

ーマで展示
された｡進

歩を象徴す
る空中､調

和を

象徴する地
上が､大阪

万博の表の
テーマであ

るな

らば､地下
に集った世

界の資料は
､万博の文

字ど

おりのアン
グラなテー

マを担った
｡

70
年
大
阪
万
国
博
覧
会
。「人
類
の
進
歩
と
調
和
」を
テ
ーマ
に
、1
9
7
0
年
、大
阪
府
吹
田
市
の
千
里
丘
陵
を
会
場
と
し
て
開
催
。世
界
各
国
や
地
域
、民
間
企
業
の
展
示
施
設
は
1
1
8
を
数
え
、3
月
か
ら
9
月
ま
で
の
会
期
中
に
当
時
史
上
最
多
の
約
6,
4
2
1
万
人
が
訪
れ
た
。

正式な名称
を｢日本万国

博覧会世界
民族資料調

査収集団｣
とする

この収集団
は､1970年

に大阪府吹
田市で開催

された日本
万国博

覧会のテー
マ館であっ

た太陽の塔
の内部に展

示する民族
資料を

世界諸地域
から収集す

ることを目的
として結成

された｡

大阪万博の
跡地に､国

立民族学博
物館が開館

したのは19
77年11月｡

文化という
視点で自ら

も含

めた世界全
体を描きだ

すという万
博資料収集

の

精神は､それ
を裏打ちす

る研究と表
裏一体とな

っ

て､今もみん
ぱくに受け

継がれてい
る｡

万博から
みんぱくへ

太陽の塔の
モデル？
太陽の塔が
モデル？
オセアニアのニューへブリデスで収集
された両手を広げた神像を見た岡本
太郎は一言､｢太平洋の民は昔から岡
本太郎のまねをしていたんだな｣と｡

収集団
万博資料
Expo’70 Ethnological Mission

高度経済成
長によって

先進国が

謳歌した物
質文明は、

我 人々類に、人
口の爆発的

増加、

食料生産の
限界、資源

の枯渇、環
境汚染の拡

大、公害と
いった

地球規模の
課題をつき

つけた。そん
な時代に「

人類の進歩
と調和」を

テーマとし
た日本での

はじめての
一般博、「

大阪万博」
が構想され

た。おう  か
こ　かつ

選ばれし若き学徒たちは、限られた予算と時間の中で、資料収集に挑んだ。
本展示では、彼らが1968年９月から約１年の間、世界中で収集した
約2,500点の民族資料の中から約650点を展示するとともに、
60年代という世界が大きく動いていく状況のなかでの民族文化や地域社会の様相、
博覧会が果たす役割、そして「民族学博物館」へ受け継がれた精神を描きだす。

いど

よう　そう

団員の多くは、収集の様子を手紙に
したためて収集団事務局に送った。
そこには現地で奮闘する若い団員た
ちの姿が描きだされている｡

ふん とう

万博反対!!
収集反対!!

賛否両論があった万博開催。
収集団の活動にも反対の声が
よせられ、団員の構成にも大
きく影響を与えた。
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東海道新幹線開業 日本初の石油化学コンビナート

特別展「太陽の塔からみんぱくへー 70年万博収集資料」チラシ_ナカ　A3二つ折り（仕上がりA4）　W420×H297mm　4C/4C




